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平成 28 年 7 月 22 日 

商 工 中 金 

 

「地域連携支援貸付制度」富山県第 1号案件 

北陸新幹線沿線の地域資源を活用した新たな日本酒製造に取り組む 

立山酒造株式会社を金融面からサポート！ 

 

商工中金は、平成 28年 4月に「地域連携支援貸付制度」を創設し、幅広い事業者が連携

し、農林水産物や観光資源等の地域資源を活用して成長を目指す取り組みをサポートして

います。商工中金が期間 10年一括償還・成功利払いの長期資金を供給することで融資先の

事業リスクを軽減しつつ、民間金融機関と協調して融資に取り組み、地域経済の活性化を

図るものです。 

 

商工中金（高岡支店）は、立山酒造株式会社（本社：富山県砺波市、代表者：岡本 泰明

氏）に対し、北陸銀行と協調して、北陸新幹線沿線の地域資源を活用した日本酒の製造開

発と販売に必要な資金 5千万円を融資しました。本件は、同制度の富山県第 1号案件です。 

 

立山酒造株式会社は地場有数の酒造メーカーで、今回、地域の事業者とともに、新たな

日本酒の開発製造・販売に取り組み、成長を目指す事業計画を策定しました。 

本事業は、同社がすっきりした味わいの日本酒を開発・製造していくあたり、有限会社

穂海農耕が作付けした上質な酒造米「五百万石」（新潟県）を原料として使用、有限会社タ

イム・デザインラボによる「金沢箔」（石川県）等を用いたラベルで上質感を創出し、観光

客等に販売を展開していくことで、北陸地域・北陸新幹線沿線を代表するブランド確立を

目指しています。 

 

商工中金は、事業者の連携を通じて地域資源の活用強化に繋がることや北陸新幹線開通

で増加する観光客向けの域外需要開拓に寄与する等、地域経済の活性化に大きく貢献する

ことを高く評価し、北陸銀行と連携してサポートを行うものです。 

 

商工中金は、今後も全国各地の地域資源を活用する事業に本制度を活用しながら、地域

経済の活性化に貢献してまいります。 
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【立山酒造株式会社の概要】 

所 在 地 富山県砺波市中野 217 資 本 金 1億円 

代 表 者 岡本 泰明 従 業 員 数 40名（平成 28年 6月現在） 

業 種 清酒製造業 設 立 明治 39年 12月 

○共同事業者の概要 

【有限会社穂海農耕の概要】 

所 在 地 新潟県上越市板倉区田屋 104-2 資 本 金 5,990千円 

代 表 者 丸田 洋 従業員数 10名（平成 28年 6月現在） 

業 種 水稲の栽培、作業受託業 設 立 平成 17年 12月 

【有限会社タイム・デザインラボの概要】 

所 在 地 富山県富山市公文名 16-35 資 本 金 3,000千円 

代 表 者 坂田 時人 従業員数 2名（平成 28年 6月現在） 

業 種 商業デザイン制作、印刷物制作業 設 立 平成 3年 3月 

【地域連携支援貸付制度】 

１．スキーム概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．貸付制度の概要 

○貸付条件 

貸出形式 証書貸付 

限度額 １計画あたり５億円 

償還方法 期限一時返済 

利率 成功の場合は当金庫所定の利率、不成功の場合０.６％ 

貸付期間 原則１０年 

○利率（成功判定） 

・利率は、事業の成否に応じた変動金利とする。 

・債務者の直近決算の経常損益が赤字の場合は０．６％、黒字の場合は商工中金所定の利率とする。 

・なお、黒字の場合であっても、地域資源活用計画期間中は、地域資源指標の達成率が 80%未満の場

合は０．６％とする。 

 

 
 

商工中金 
(地域連携支援貸付制度） 

地域連携支援貸付 
長期・一括返済 
（期間：原則 10年） 

利息 

成功利払い 

貸付対象 

 

・地域資源の活用に取り組む 

①企業連携体 

②組合 

が事業計画の遂行に必要とす

る資金需要に対応 

 

民間金融機関 

協調 

貸付 

金融機関が別に定
める 


